
【取組内容⑤】「ハイブリッド型の実践発表」 

紀の川市立東貴志小学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-10

本校では、実践発表（研究発表）の持ち方について、これまでの集合型ではなく、新しい型を提案しました。

《Before》
△ コロナ前は、集合型の研究発表会を１回行うのが主

流であった。
△ 研究成果を広めるためには、研究発表会に参加して

くれた教員に、自校で校内伝達をしてもらう必要が
ある。

△ 出張に出られる人数には制限がある。
（同じ日に他の研究会、感染症で欠勤する同僚）

《After》
◎ 『授業公開（録画）→配信→後日オンライン研修会』×２回
◎ 近隣校教員には積極的に実践発表への参加を呼びかけ。

→生の授業・教室の雰囲気からの学び、若手教員の育成
◎ 提案授業は録画し、YouTubeで限定配信、視聴後アンケート

→参加できなかった教員も視聴可能
◎ オンライン研修会（研究協議）の実施

→移動時間が不要、視聴のみの参加者も参加しやすい

授業公開（録画）

授業動画の限定配信

HP上で、指導案
動画配信URLの公開、オンライ
ン研修会参加申し込み受付

オンライン研修会


